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【公開番号】特開2009-87531(P2009-87531A)
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【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/007    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/0045   (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/007   　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/0045  　　　Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５３３Ｐ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５６１Ｑ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月11日(2009.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の情報記録層を含み、一方面から入射されたレーザ光により、前記複数の情報記録
層のそれぞれに設けられたトラックにデータが記録される光ディスクであって、
　前記複数の情報記録層には、第１の情報記録層と、前記第１の情報記録層よりもレーザ
光入射側に設けられ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順に配置された第２～第
Ｎの情報記録層（Ｎは２以上の整数である。）とが含まれており、
　前記第１の情報記録層は、読み出し専用のコントロールデータ領域と、前記第１の情報
記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第１の記録学習領域と、ユーザ
データを記録するための第１のユーザデータ記録領域とを含んでおり、
　前記読み出し専用のコントロールデータ領域は、前記第１の情報記録層にのみに設けら
れており、
　第２～第Ｎの情報記録層のうち少なくとも一つの情報記録層は、当該情報記録層を第ｉ
の情報記録層（ｉは、２≦ｉ≦Ｎを満たす整数である。）とする場合、前記第ｉの情報記
録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第ｉの記録学習領域と、ユーザデ
ータを記録するための第ｉのユーザデータ記録領域とを含んでおり、
　前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録学習領域とは互いに異なる半径位置に配置さ
れ、かつ、前記第ｉの記録学習領域は、前記コントロールデータ領域が設けられている半
径位置範囲内に配置されており、
　かつ、前記第１の記録学習領域は、前記第ｉの情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉ
のユーザデータ記録領域の間に配置された記録可能な領域の半径位置範囲内に配置されて
おり、
　前記第１の情報記録層の前記コントロールデータ領域の最内周半径位置と前記第２の情
報記録層の記録学習領域の最内周半径位置とは、所定の距離を有することを特徴とする光
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ディスク。
【請求項２】
　前記Ｎが３以上の整数であり、
　前記第２～第Ｎの情報記録層に含まれる少なくとも二つの情報記録層は、それぞれ、デ
ータを記録する際の記録条件を学習するための記録学習領域を含んでおり、
　前記二つの情報記録層に含まれる前記記録学習領域は、互いに異なる半径位置に配置さ
れている請求項１に記載の光ディスク。
【請求項３】
　前記Ｎが３以上の整数であり、
　第３～第Ｎの情報記録層に含まれる少なくとも一つの情報記録層は、当該情報記録層を
第ｊの情報記録層（ｊは、３≦ｊ≦Ｎを満たす整数である。）とする場合、前記第ｊの情
報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第ｊの記録学習領域を含んで
おり、
　前記第ｊの記録学習領域は、第２～第ｊ－１の情報記録層のデータ記録が行われない領
域が設けられている半径位置範囲内に配置されている請求項１に記載の光ディスク。
【請求項４】
　前記第１～第Ｎの情報記録層に含まれる第ｋの情報記録層（ｋは、１≦ｋ≦Ｎ－１を満
たす整数である。）及び第ｋ＋１の情報記録層において、
　第ｋの情報記録層は、前記第ｋの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習す
るための第ｋの記録学習領域を含み、第ｋ＋１の情報記録層は、前記第ｋ＋１の情報記録
層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第ｋ＋１の記録学習領域を含んでお
り、
　前記第ｋの記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第ｋ＋１の記録学習領
域における最外周の半径（Ｒ２）と、前記第ｋの情報記録層及び前記第ｋ＋１の情報記録
層におけるトラックの偏心量の最大値（Δｅ）とが、
　Ｒ１－Ｒ２≧２Δｅ
の関係を満たす請求項１に記載の光ディスク。
【請求項５】
　前記第１～第Ｎの情報記録層に含まれる第ｋの情報記録層（ｋは、１≦ｋ≦Ｎ－１を満
たす整数である。）及び第ｋ＋１の情報記録層において、
　第ｋの情報記録層は、前記第ｋの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習す
るための第ｋの記録学習領域を含み、第ｋ＋１の情報記録層は、前記第ｋ＋１の情報記録
層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第ｋ＋１の記録学習領域を含んでお
り、
　前記第ｋの記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第ｋ＋１の記録学習領
域における最外周の半径（Ｒ２）と、前記第ｋの情報記録層及び前記第ｋ＋１の情報記録
層におけるトラックの偏心量の最大値（Δｅ）と、前記第ｋの情報記録層にレーザ光が収
束されているときの前記第ｋ＋１の情報記録層における前記レーザ光のビーム径（Ｄ）と
が、
　Ｒ１－Ｒ２≧２Δｅ＋Ｄ
の関係を満たす請求項１に記載の光ディスク。
【請求項６】
　前記第１～第Ｎの情報記録層に含まれる第ｋの情報記録層（ｋは、１≦ｋ≦Ｎ－１を満
たす整数である。）及び第ｋ＋１の情報記録層において、
　第ｋの情報記録層は、前記第ｋの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習す
るための第ｋの記録学習領域を含み、第ｋ＋１の情報記録層は、前記第ｋ＋１の情報記録
層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第ｋ＋１の記録学習領域を含んでお
り、
　前記第ｋの記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第ｋ＋１の記録学習領
域における最外周の半径（Ｒ２）と、前記第ｋの情報記録層及び前記第ｋ＋１の情報記録
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層におけるトラックの偏心量の最大値（Δｅ）と、トラック始端の半径位置の公差（Δｒ
）とが、
　Ｒ１－Ｒ２≧２（Δｅ＋Δｒ）
の関係を満たす請求項１に記載の光ディスク。
【請求項７】
　前記第１～第Ｎの情報記録層に含まれる第ｋの情報記録層（ｋは、１≦ｋ≦Ｎ－１を満
たす整数である。）及び第ｋ＋１の情報記録層において、
　第ｋの情報記録層は、前記第ｋの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習す
るための第ｋの記録学習領域を含み、第ｋ＋１の情報記録層は、前記第ｋ＋１の情報記録
層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第ｋ＋１の記録学習領域を含んでお
り、
　前記第ｋの記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第ｋ＋１の記録学習領
域における最外周の半径（Ｒ２）と、前記第ｋの情報記録層及び前記第ｋ＋１の情報記録
層におけるトラックの偏心量の最大値（Δｅ）と、トラック始端の半径位置の公差（Δｒ
）と、前記第ｋの情報記録層にレーザ光が収束されているときの前記第ｋ＋１の情報記録
層における前記レーザ光のビーム径（Ｄ）とが、
　Ｒ１－Ｒ２≧２（Δｅ＋Δｒ）＋Ｄ
の関係を満たす請求項１に記載の光ディスク。
【請求項８】
　レーザ光入射面から前記第１の情報記録層までの距離が、単一情報記録層を有する光デ
ィスクにおけるレーザ光入射面と単一情報記録層との距離と等しい請求項１記載の光ディ
スク。
【請求項９】
　前記コントロールデータ領域には、前記第１～第Ｎの情報記録層に関するコントロール
データが記録されている請求項１に記載の光ディスク。
【請求項１０】
　前記第１～第Ｎの情報記録層へのユーザデータの書き込みは、内周側から外周側又は外
周側から内周側へと連続的に行われる請求項１に記載の光ディスク。
【請求項１１】
　前記コントロールデータ領域には、エンボス状のピット、ウォブルグルーブ及びウォブ
ルピットから選択される少なくとも一つによって予めコントロールデータが記録されてい
る請求項１に記載の光ディスク。
【請求項１２】
　前記第１の情報記録層には、内周側から、少なくとも前記コントロールデータ領域と、
前記第１の記録学習領域と、前記第１のユーザデータ記録領域とがこの順に配置され、
　前記第ｉの情報記録層には、内周側から、少なくとも前記第ｉの記録学習領域と前記第
ｉのユーザデータ記録領域とがこの順に配置されている請求項１に記載の光ディスク。
【請求項１３】
　前記複数の情報記録層には、レーザ光入射側からみて前記第１の情報記録層よりも遠く
に配置された情報記録層が含まれている請求項１に記載の光ディスク。
【請求項１４】
　前記複数の情報記録層が前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層の２層の情報
記録層からなり、
　前記第２の情報記録層は、前記第２の情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学
習するための第２の記録学習領域と、ユーザデータを記録するための第２のユーザデータ
記録領域とを含んでおり、
　前記第１の記録学習領域と前記第２の記録学習領域とは、互いに半径位置の異なる領域
に配置されており、かつ、前記第２の記録学習領域は、前記コントロールデータ領域に対
向して配置されていることを特徴とする請求項１に記載の光ディスク。
【請求項１５】
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　前記第１の情報記録層には、内周側から、少なくとも前記コントロールデータ領域と、
前記第１の記録学習領域と、前記第１のユーザデータ記録領域とがこの順に配置され、
　前記第２の情報記録層には、内周側から、少なくとも前記第２の記録学習領域と前記第
２のユーザデータ記録領域とがこの順に配置されている請求項１４に記載の光ディスク。
【請求項１６】
　前記第１の記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第２の記録学習領域に
おける最外周の半径（Ｒ２）と、前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層におけ
るトラックの偏心量の最大値（Δｅ）とが、
　Ｒ１－Ｒ２≧２Δｅ
の関係を満たす請求項１４に記載の光ディスク。
【請求項１７】
　前記第１の記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第２の記録学習領域に
おける最外周の半径（Ｒ２）と、前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層におけ
るトラックの偏心量の最大値（Δｅ）と、前記第１の情報記録層にレーザ光が収束されて
いるときの前記第２の情報記録層における前記レーザ光のビーム径（Ｄ）とが、
　Ｒ１－Ｒ２≧２Δｅ＋Ｄ
の関係を満たす請求項１４に記載の光ディスク。
【請求項１８】
　前記第１の記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第２の記録学習領域に
おける最外周の半径（Ｒ２）と、前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層におけ
るトラックの偏心量の最大値（Δｅ）と、トラック始端の半径位置の公差（Δｒ）とが、
　Ｒ１－Ｒ２≧２（Δｅ＋Δｒ）
の関係を満たす請求項１４に記載の光ディスク。
【請求項１９】
　前記第１の記録学習領域における最内周の半径（Ｒ１）と、前記第２の記録学習領域に
おける最外周の半径（Ｒ２）と、前記第１の情報記録層及び前記第２の情報記録層におけ
るトラックの偏心量の最大値（Δｅ）と、トラック始端の半径位置の公差（Δｒ）と、前
記第１の情報記録層にレーザ光が収束されているときの前記第２の情報記録層における前
記レーザ光のビーム径（Ｄ）とが、
　Ｒ１－Ｒ２≧２（Δｅ＋Δｒ）＋Ｄ
の関係を満たす請求項１４に記載の光ディスク。
【請求項２０】
　少なくとも、第１の情報記録層と、前記第１の情報記録層よりもレーザ光入射側に設け
られ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順に配置された第２～第Ｎの情報記録層
（Ｎは２以上の整数である。）とを含む光ディスクを製造する方法であって、
　前記第１の情報記録層を、少なくとも、読み出し専用のコントロールデータ領域と、前
記第１の情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第１の記録学習領
域と、ユーザデータを記録するための第１のユーザデータ記録領域とが含まれるように形
成し、
　前記読み出し専用のコントロールデータ領域は、前記第１の情報記録層にのみに設けら
れており、
　第２～第Ｎの情報記録層のうち少なくとも一つの情報記録層を、当該情報記録層を第ｉ
の情報記録層（ｉは、２≦ｉ≦Ｎを満たす整数である。）とする場合、前記第ｉの情報記
録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第ｉの記録学習領域と、ユーザデ
ータを記録するための第ｉのユーザデータ記録領域とが含まれるように形成し、
　かつ、前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録学習領域とが互いに異なる半径位置に
配置され、かつ、前記第ｉの記録学習領域が、前記コントロールデータ領域が設けられて
いる半径位置範囲内に配置されるように、前記第１の記録学習領域及び第ｉの記録学習領
域を形成し、
　かつ、前記第１の記録学習領域は、前記第ｉの情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉ
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のユーザデータ記録領域の間に配置された記録可能な領域の半径位置範囲内に配置されて
おり、
　前記第１の情報記録層の前記コントロールデータ領域の最内周半径位置と前記第２の情
報記録層の記録学習領域の最内周半径位置とは、所定の距離を有することを特徴とする光
ディスクの製造方法。
【請求項２１】
　光ディスクの一方面からレーザ光を入射して、前記光ディスクに含まれる複数の情報記
録層のそれぞれに設けられたトラックにデータを記録する記録方法であって、
　前記光ディスクには、第１の情報記録層と、前記第１の情報記録層よりもレーザ光入射
側に設けられ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順に配置された第２～第Ｎの情
報記録層（Ｎは２以上の整数である。）とが含まれており、
　前記第１の情報記録層は、読み出し専用のコントロールデータ領域と、前記第１の情報
記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第１の記録学習領域と、ユーザ
データを記録するための第１のユーザデータ記録領域とを含み、前記第２～第Ｎの情報記
録層は、第２～第Ｎの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第２
～第Ｎの記録学習領域と、ユーザデータを記録するための第２～第Ｎのユーザデータ記録
領域とをそれぞれ含んでおり、
　前記読み出し専用のコントロールデータ領域は、前記第１の情報記録層にのみに設けら
れており、
　前記第１～第Ｎの情報記録層にデータを記録する前に、前記第２～第Ｎの記録学習領域
の少なくとも一つを介して前記コントロールデータ領域の少なくとも一部にレーザ光を照
射し、前記コントロールデータ領域に記録されているコントロールデータを再生し、
　前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録学習領域とは互いに異なる半径位置に配置さ
れ、かつ、前記第ｉの記録学習領域は、前記コントロールデータ領域が設けられている半
径位置範囲内に配置されており、
　かつ、前記第１の記録学習領域は、前記第ｉの情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉ
のユーザデータ記録領域の間に配置された記録可能な領域の半径位置範囲内に配置されて
おり、
　前記第１の情報記録層の前記コントロールデータ領域の最内周半径位置と前記第２の情
報記録層の記録学習領域の最内周半径位置とは、所定の距離を有することを特徴とするデ
ータの記録方法。
【請求項２２】
　光ディスクの一方面からレーザ光を入射して、前記光ディスクに含まれる複数の情報記
録層のそれぞれに設けられたトラックに記録されたデータを再生する再生方法であって、
　前記光ディスクには、第１の情報記録層と、前記第１の情報記録層よりもレーザ光入射
側に設けられ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順に配置された第２～第Ｎの情
報記録層（Ｎは２以上の整数である。）とが含まれており、
　前記第１の情報記録層は、読み出し専用のコントロールデータ領域と、前記第１の情報
記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第１の記録学習領域と、ユーザ
データを記録するための第１のユーザデータ記録領域とを含み、第２～第Ｎの情報記録層
は、前記第２～第Ｎの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第２
～第Ｎの記録学習領域と、ユーザデータを記録するための第２～第Ｎのユーザデータ記録
領域とをそれぞれ含んでおり、
　前記読み出し専用のコントロールデータ領域は、前記第１の情報記録層にのみに設けら
れており、
　前記第１～第Ｎの情報記録層に記録されたデータを再生する前に、前記第２～第Ｎの記
録学習領域の少なくとも一つを介して前記コントロールデータ領域の少なくとも一つにレ
ーザ光を照射し、前記コントロールデータ領域に記録されているコントロールデータを再
生し、
　前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録学習領域とは互いに異なる半径位置に配置さ
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れ、かつ、前記第ｉの記録学習領域は、前記コントロールデータ領域が設けられている半
径位置範囲内に配置されており、
　かつ、前記第１の記録学習領域は、前記第ｉの情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉ
のユーザデータ記録領域の間に配置された記録可能な領域の半径位置範囲内に配置されて
おり、
　前記第１の情報記録層の前記コントロールデータ領域の最内周半径位置と前記第２の情
報記録層の記録学習領域の最内周半径位置とは、所定の距離を有することを特徴とするデ
ータの再生方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の光ディスクは、複数の情報記録層を含み、一方面から入射されたレーザ光によ
り、前記複数の情報記録層のそれぞれに設けられたトラックにデータが記録される光ディ
スクであって、前記複数の情報記録層には、第１の情報記録層と、前記第１の情報記録層
よりもレーザ光入射側に設けられ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順に配置さ
れた第２～第Ｎの情報記録層（Ｎは２以上の整数である。）とが含まれており、前記第１
の情報記録層は、読み出し専用のコントロールデータ領域と、前記第１の情報記録層にデ
ータを記録する際の記録条件を学習するための第１の記録学習領域と、ユーザデータを記
録するための第１のユーザデータ記録領域とを含んでおり、前記読み出し専用のコントロ
ールデータ領域は、前記第１の情報記録層にのみに設けられており、第２～第Ｎの情報記
録層のうち少なくとも一つの情報記録層は、当該情報記録層を第ｉの情報記録層（ｉは、
２≦ｉ≦Ｎを満たす整数である。）とする場合、前記第ｉの情報記録層にデータを記録す
る際の記録条件を学習するための第ｉの記録学習領域と、ユーザデータを記録するための
第ｉのユーザデータ記録領域とを含んでおり、前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録
学習領域とは互いに異なる半径位置に配置され、かつ、前記第ｉの記録学習領域は、前記
コントロールデータ領域が設けられている半径位置範囲内に配置されており、かつ、前記
第１の記録学習領域は、前記第ｉの情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉのユーザデー
タ記録領域の間に配置された記録可能な領域の半径位置範囲内に配置されており、前記第
１の情報記録層の前記コントロールデータ領域の最内周半径位置と前記第２の情報記録層
の記録学習領域の最内周半径位置とは、所定の距離を有することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の光ディスクの製造方法は、少なくとも、第１の情報記録層と、前記第１の情報
記録層よりもレーザ光入射側に設けられ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順に
配置された第２～第Ｎの情報記録層（Ｎは２以上の整数である。）とを含む光ディスクを
製造する方法であって、前記第１の情報記録層を、少なくとも、読み出し専用のコントロ
ールデータ領域と、前記第１の情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するた
めの第１の記録学習領域と、ユーザデータを記録するための第１のユーザデータ記録領域
とが含まれるように形成し、前記読み出し専用のコントロールデータ領域は、前記第１の
情報記録層にのみに設けられており、第２～第Ｎの情報記録層のうち少なくとも一つの情
報記録層を、当該情報記録層を第ｉの情報記録層（ｉは、２≦ｉ≦Ｎを満たす整数である
。）とする場合、前記第ｉの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するため
の第ｉの記録学習領域と、ユーザデータを記録するための第ｉのユーザデータ記録領域と
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が含まれるように形成し、かつ、前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録学習領域とが
互いに異なる半径位置に配置され、かつ、前記第ｉの記録学習領域が、前記コントロール
データ領域が配置されている半径位置範囲内に配置されるように、前記第１の記録学習領
域及び前記第ｉの記録学習領域を形成し、かつ、前記第１の記録学習領域は、前記第ｉの
情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉのユーザデータ記録領域の間に配置された記録可
能な領域の半径位置範囲内に配置されており、前記第１の情報記録層の前記コントロール
データ領域の最内周半径位置と前記第２の情報記録層の記録学習領域の最内周半径位置と
は、所定の距離を有することを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のデータの記録方法は、光ディスクの一方面からレーザ光を入射して、前記光デ
ィスクに含まれる複数の情報記録層のそれぞれに設けられたトラックにデータを記録する
記録方法であって、前記光ディスクには、第１の情報記録層と、前記第１の情報記録層よ
りもレーザ光入射側に設けられ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順に配置され
た第２～第Ｎの情報記録層（Ｎは２以上の整数である。）とが含まれており、前記第１の
情報記録層は、読み出し専用のコントロールデータ領域と、前記第１の情報記録層にデー
タを記録する際の記録条件を学習するための第１の記録学習領域と、ユーザデータを記録
するための第１のユーザデータ記録領域とを含み、前記第２～第Ｎの情報記録層は、第２
～第Ｎの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第２～第Ｎの記録
学習領域と、ユーザデータを記録するための第２～第Ｎのユーザデータ記録領域とをそれ
ぞれ含んでおり、前記読み出し専用のコントロールデータ領域は、前記第１の情報記録層
にのみに設けられており、前記第１～第Ｎの情報記録層にデータを記録する前に、前記第
２～第Ｎの記録学習領域の少なくとも一つを介して前記コントロールデータ領域の少なく
とも一部にレーザ光を照射し、前記コントロールデータ領域に記録されているコントロー
ルデータを再生し、前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録学習領域とは互いに異なる
半径位置に配置され、かつ、前記第ｉの記録学習領域は、前記コントロールデータ領域が
設けられている半径位置範囲内に配置されており、かつ、前記第１の記録学習領域は、前
記第ｉの情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉのユーザデータ記録領域の間に配置され
た記録可能な領域の半径位置範囲内に配置されており、前記第１の情報記録層の前記コン
トロールデータ領域の最内周半径位置と前記第２の情報記録層の記録学習領域の最内周半
径位置とは、所定の距離を有することを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明のデータの再生方法は、光ディスクの一方面からレーザ光を入射して、前記光デ
ィスクに含まれる複数の情報記録層のそれぞれに設けられたトラックに記録されたデータ
を再生する再生方法であって、前記光ディスクには、第１の情報記録層と、前記第１の情
報記録層よりもレーザ光入射側に設けられ、かつ、前記第１の情報記録層に近い側から順
に配置された第２～第Ｎの情報記録層（Ｎは２以上の整数である。）とが含まれており、
前記第１の情報記録層は、読み出し専用のコントロールデータ領域と、前記第１の情報記
録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第１の記録学習領域と、ユーザデ
ータを記録するための第１のユーザデータ記録領域とを含み、前記第２～第Ｎの情報記録
層は、第２～第Ｎの情報記録層にデータを記録する際の記録条件を学習するための第２～
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第Ｎの記録学習領域と、ユーザデータを記録するための第２～第Ｎのユーザデータ記録領
域とをそれぞれ含んでおり、前記読み出し専用のコントロールデータ領域は、前記第１の
情報記録層にのみに設けられており、前記第１～第Ｎの情報記録層に記録されたデータを
再生する前に、前記第２～第Ｎの記録学習領域の少なくとも一つを介して前記コントロー
ルデータ領域の少なくとも一部にレーザ光を照射し、前記コントロールデータ領域に記録
されているコントロールデータを再生し、前記第１の記録学習領域と前記第ｉの記録学習
領域とは互いに異なる半径位置に配置され、かつ、前記第ｉの記録学習領域は、前記コン
トロールデータ領域が設けられている半径位置範囲内に配置されており、かつ、前記第１
の記録学習領域は、前記第ｉの情報記録層の第ｉの記録学習領域と第ｉのユーザデータ記
録領域の間に配置された記録可能な領域の半径位置範囲内に配置されており、前記第１の
情報記録層の前記コントロールデータ領域の最内周半径位置と前記第２の情報記録層の記
録学習領域の最内周半径位置とは、所定の距離を有することを特徴としている。
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